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山口県の拠点病院 

山口大学医学部附属病院  

関門医療センター  

山口県立総合医療センター  

岩国医療センター  

山口宇部医療センター  

面積：6,112.22km2 人口：1,456,800人 人口密度：238.28人 
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拠点病院の診療体制 
山口大学医
学部附属病
院 

国立病院機
構関門医療
センター 

国立病院機
構山口宇部
医療セン
ター 

国立病院機
構岩国医療
センター 

山口県立総
合医療セン
ター 

HIV診療科 
血液内科 

（第三内科） 

内科 

産婦人科 
呼吸器内科 内科 血液・免疫科 

担当医師 ○ ○ ○ ○ ○ 

担当看護師 ○ ○ ○ ○ 

担当薬剤師 ○ ○ ○ 

担当カウンセ
ラー 

○ ○ 

ソーシャル
ワーカー 

○ ○ ○ 

3 



山口県のHIV診療における多職種間の情報交換 

• 山口HIVカンファレンス 
• HIV診療の知識普及 

• 平成14年度～平成27年度で活動終了 全21回開催（1~2回/年) 

• 山口県中核拠点病院（山口大学附属病院、関門医療センター）での
交互開催 

• 参加人数30~40人 

• 山口県エイズ診療拠点病院等連絡会議 
• 拠点病院等の情報交換（多職種） 

• 不定期開催 
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HIV診療の現状 

施設名 N AIDS 男：女 血友病 

山口大学医学部 
附属病院 

33 15 32:1 4 

国立病院機構 
関門医療センター 

27 4 25:2 0 

山口県立  
総合医療センター 

6 0 5:1 0 
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年代別患者数 

東京から 
Uターン 
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高齢HIV患者のケア 

• 拠点病院から離れた場所に居住 
• 急性感染症合併時に受診が困難 
• 対策 

• 診療実績の少ない拠点病院の活性化 
• 診療協力病院の発掘 

• 身体活動能力の低下 
• 自宅から離れた長期入院できる施設を希望 
• 自宅への訪問看護は希望しない 

村社会 
特有の問題 
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